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８
月
15
日
、
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
両

国
花
火
大
会
２
０
２
５（
実
行
委
員
会
主
催
、

丸
山
勝
由
委
員
長
）
が
町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
、
利
別
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
日
程
で
行

わ
れ
、
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
約
２
万
６
千

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
雨
天
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

　
　
　
　
　
両
国
花
火
大
会
２
０
２
５

　
　
　
　
　
両
国
花
火
大
会
２
０
２
５

に
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、

初
の
開
催
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
あ
し
ょ
ろ
っ
く
）
で

は
、
足
寄
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
や
足
寄
高
校
Ｏ
Ｇ
向
井
友
渚
さん
に

よ
る
弾
き
語
り
、
足
寄
高
校
３
年
生
５
人
組

バ
ン
ド
「
ラ
イ
ネ
ン
カ
イ
サ
ン
」
に
よ
る
歌

唱
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
足
寄
高
校
生
の
有
志
が
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
た
子
ど
も
縁
日
（
町
地
域

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
、
佐
々
木

寿
雄
会
長
）
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

射
的
や
ボ
ー
ル
す
く
い
、
コ
イ
ン
落
と
し
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

　
午
後
か
ら
は
「
こ
お
り
健
太
」
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
や
「
マ
ジ
シ
ャ
ン
翼
」
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
「
だ

し
お
さ
ん
」
に
よ
る
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
、「
す

ず
ら
ん
」
に
よ
る
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ

れ
、会
場
は
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
仮
装
盆
踊
り
に
は
、
個
人
の
部
に
15
組
17

人
、
団
体
の
部
に
８
組
63
人
が
参
加
。
参
加

者
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
と
踊
り
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
両
国
花
火
大
会
で
は
、
令
和
６
年
度
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
祝
う
「
子
ど
も
の
た

め
に
花
火
を
あ
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
含

む
約
８
０
０
０
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

色
鮮
や
か
な
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
観

客
か
ら
は
歓
声
や
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。
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職員の給与などを職員の給与などを
公表します公表します

町民の皆さんに町職員の給与などについて、町民の皆さんに町職員の給与などについて、
その内容をご理解いただくために、あらましその内容をご理解いただくために、あらまし
をお知らせします。をお知らせします。
なお、町ホームページ（なお、町ホームページ（https://www.town.https://www.town.
ashoro.hokkaido.jpashoro.hokkaido.jp））でもご覧いただけます。でもご覧いただけます。

■人件費の状況（普通会計）
年　　　　　度 令和５年度

歳 出 総 額 89億9,478万３千円
人 件 費 15億9,899万６千円
人 件 費 率 17.8％
人件費のうち職員給与 ８億9,841万６千円
職 員 給 与 比 率 9.9％
人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■職員の初任給の状況
（令和６年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職
大学卒

足寄町 196,200円
国 196,200円

高校卒
足寄町 166,600円
国 166,600円

■特別職等の報酬等の状況
（令和６年４月１日現在）
区 分 給　　料 期　 末　 手　 当
町　長 740,000円 ６月期　給料月額×2.25月分
副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.35月分
教育長 560,000円 　　　　計� 4.6月分

■議会議員の報酬等の状況
（令和６年４月１日現在）
区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当
議　長 300,000円 ６月期　報酬月額×2.25月分
副議長 235,000円 12月期　報酬月額×2.35月分
議　員 188,000円 　　　　計� 4.6月分

■退職手当の支給率
（令和６年４月１日現在）
区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 ・定年前早期退職特例措置
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 　２～30％加算
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 ・勧奨による退職時特別昇給
最高限度 47.709月分 47.709月分 　８～12号給

国

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 ・定年前早期退職特例措置　
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 　２～45％加算
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（令和６年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
足 寄 町 43.1歳 316,100円 356,497円
類似団体 41.4歳 303,923円 332,627円
国 42.1歳 323,823円 405,378円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれておらず、同じ算出方法で比較するた
めに除いているものです。

職員の給与に関してご不明な点は、役場総務課職員担当までお問い合わせください。
☎２８－３８５０

■級別職員数（一般行政職）
（令和６年４月１日現在）
区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
 10人

５ 級
室　長

主　幹
 29人

４ 級 主　査 29人

３ 級 主　任  20人

２ 級
主　事

技　師
 ９人

１ 級
主　事

主事補
 22人

計 119人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■期末・勤勉手当支給率
（令和６年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町
６月 1.225月分 1.025月分

有 役職による加算12月 1.275月分 1.075月分
計 2.500月分 2.100月分

国
６月 1.225月分 1.025月分

有 役職による加算12月 1.275月分 1.075月分
計 2.500月分 2.100月分

■職員の主な手当の状況
（令和６年４月１日現在）
手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 6,500円

子 10,000円

父母等� 6,500円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合
（町内に所在するものに限る） 16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～31,600円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×12％

室長等の職　給料月額×10％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり　月額 26,380円

　　　　扶養親族なし　月額 14,580円

その他の職員　　　　　月額 10,340円

手当支給は11月から翌年３月まで

■年齢別職員構成の状況
（令和６年４月１日現在）
区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数
20歳未満   ７人 32～35歳 11人 48～51歳   33人
20～23歳 13人 36～39歳 17人 52～55歳   30人
24～27歳 17人 40～43歳 26人 56～59歳   33人
28～31歳 13人 44～47歳 28人 60歳以上   13人

合　計 241人

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職
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犯罪や非行のない社会を
　「社会を明るくする運動」街頭キャンペー
ン（町防犯協会主催、佐藤和洋会長）が行わ
れました。
　同会会員のほか本別地区保護司会足寄分区
の会員、本別警察署（伊林潤署長）など22人
が参加し、買い物客や観光客などに啓発グッ
ズを手渡しながら犯罪や非行の防止を訴えま
した。

7/297/29
上手に消せたかな？

火事を起こさないように
　芽登保育所（赤間教儀所長）で、幼少期か
ら防火意識を身に付けてもらうことを目的に
防火ＰＲが行われました。
　園児たちは消防団員の指導の下、消防車の
乗車体験や、子ども用の防火服を着用して放
水体験をしました。
　最後に水遊びをし、園児たちは楽しそうに
走り回りました。

7/277/27

　町認定こども園どんぐりのらいおん組が消
防放水体験（足寄消防署主催）を同園駐車場
で行いました。
　園児たちは、消防団員や消防職員の指導の
下、消防車の乗車体験や放水体験、子ども用
の防火服を着用して消防車の前で写真撮影を
行いました。最後には水遊びをし、園児たち
は楽しそうに走り回りました。

ＴＩＢＨＡＲ卓球教室
　ＴＩＢＨＡＲ卓球教室（主催：町卓球連盟）
が町総合体育館で開催されました。この教室
は、講師にＴＩＢＨＡＲ　ＪＡＰＡＮのＧ．
Ｃ．フォースター代表とＴＩＢＨＡＲ契約コ
ーチの小道野結さんを招き、中高生から大人ま
で15人が参加しました。
　同教室ではサーブやフットワークなどの練
習が行われました。

7/307/30

7/287/28

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

　町内の公務に関する事業所による足寄町公
務員合同説明会（自衛隊帯広地方協力本部主
催）が町民センターで開催され、高校生など
９人が参加しました。
　説明会では、町役場やとかち広域消防局、
自衛隊帯広地方協力本部、本別警察署の担当
者が各ブースに分かれ、参加者に仕事内容や
やりがい、給料などについて説明しました。

七夕の夜を楽しむ

公務の仕事とは

　町認定こども園どんぐり（大風諭美園長）
で、七夕お楽しみ会が行われました。
　子どもたちは浴衣や甚平を着て参加し、願
い事を書いた短冊を飾り付けた木の周りで盆
踊りを踊りました。
　最後は保護者会による花火の打ち上げが行
われ、子どもたちは打ち上がる花火に瞳を輝
かせていました。

7/307/30

　ドイツ発祥のボール運動プログラム「バル
シューレ」の体験教室（町教育委員会主催）
が町総合体育館で行われました。「誰でも簡
単にできる！ドイツ式ボール教室」と題し、
北海道十勝スカイアースの吉田哲登さんが講師
を務めました。参加した小学３～５年生の８
人の子どもたちは、ボールを使ったさまざま
な遊びに挑戦し楽しんでいました。

バルシューレ体験教室

8/18/1

8/48/4

ＬＧＢＴＱ講演会
　ＬＧＢＴＱ講演会「性の多様性を知る～Ｌ
ＧＢＴＱってなに？～」が町民センターで行
われ44人が参加しました。ＬＧＢＴ当事者や
家族への支援活動を行っている武藤義弘さん（レ
インボーファミリー札幌代表）が講師を務め、
性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱ）の解説や当
事者の経験談を交えた生きづらさなどについ
て話をしました。

8/58/5
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

恒久平和を誓う
　令和７年足寄町戦没者追悼式が町民セン
ターで行われ、遺族や来賓など30人が参列し
ました。
　式では、渡辺俊一町長や足寄中学校生徒会
会長の白澤叶琉さんらが追悼の言葉を述べまし
た。
　その後、参列者は献花台へ献花を行い、戦
没者へ深く祈りを捧げました。

大誉地の夏を彩る
　大誉地集落センター前で、大誉地復活させ
隊（渡辺耕平代表）による「大誉地夏祭り」
が昨年に引き続き開催されました。
　このイベントでは、子どもみこしをはじめ、
盆踊りやスイカ割り、縁日、焼き肉、早飲み
競争などが行われ、子どもから大人までみん
なでイベントを盛り上げました。

8/88/8 図書館でボードゲーム！
　「図書館でボードゲーム」（町図書館ルイ
カ主催）が同館で開催され、子どもから大人
まで36人が参加しました。このイベントは同
館を地域交流の場として利用してもらうこと
を目的に企画されました。
　会場には「カタン」や「犯人は踊る」のほ
か約10種類が用意され、参加者は気になるゲ
ームを手に取り、グループで楽しみました。

8/208/20

大きく育ったね！ 町認定こども園どんぐり（大風諭美園長）で５月に
植えた野菜の収穫を行いました。

ニンジン収穫（うさぎ組）ニンジン収穫（うさぎ組） エダマメ収穫（らいおん組）エダマメ収穫（らいおん組）

8/88/8

8/98/9

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

本別地区交通安全協会からの
お知らせ

詳　細　本別地区交通安全協会
　　　　☎２２－０１１０

　当協会は本別警察署に窓口を設置して、運転免許
証用写真撮影、更新免許証の郵送および北海道収入
証紙の売りさばき業務等を行っています。10月１日
㈬から、窓口受付時間と運転免許証用写真撮影代金
を次の通り変更しますのでご理解とご協力をお願い
します。
窓口受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　午前９時～午後０時45分
運転免許証用写真撮影代金
　１，０００円（現行６００円）

令和７年国勢調査を実施します
回答はかんたん便利なインターネットで！

詳　細　役場まちづくり推進課広報広聴担当　☎２８－３８６３

●国勢調査は、令和７年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。
●９月20日から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。
●回答は10月８日までに、スマホやパソコンからかんたん便利なインターネットでお願いします
　（郵送も可能です）。
●スマホからの回答は、ＱＲコードを読み取ることで簡単にログインできます。ＩＤやパスワー
　ド（アクセスキー）の入力は不要です。
●10月８日までに回答が確認できない場合は、調査員が調査票の回収に伺います。
●国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく子育て支援への利用、防災対策への利用、
　企業等での利用など、わたしたちの身近な暮らしに使われています。
●万一、調査書類が届かない場合や追加の調査票が必要な場合（５人以上の世帯など）は、下記
　までご連絡ください。

家畜商講習会の開催について

対象　家畜の取引業務に従事しようとする方
日程　11月13日㈭および14日㈮
場所　第２水産ビル４Ｓ会議室
　　　（札幌市中央区）
受付期間　10月10日㈮まで
詳細・申し込み先
　役場農林課畜産担当　☎２８－３８６１

家畜商講習会

２０２５オンネトー物語を
開催します

詳細　あしょろ観光協会事務局
　　　☎２５－６１３１
　　　役場まちづくり推進課商工観光担当
　　　☎２８－３８６３

　オンネトーの大自然を満喫できるイベン
トを行います。皆さんの参加をお待ちして
います。
日時　９月28日㈰
　　　午前10時～午後２時
場所　オンネトー国設野営場ほか
内容　
・自然ふれあい教室
・�木育ワークショッ
プ
・森のキッチン
・森のコンサート
・森の美術館

【無料送迎バスを運行します】
・午前８時30分
　あしょろ銀河ホール21北側駐車場発
・午後２時
　オンネトー発
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

マイナ救急実証事業を開始
します

　とかち広域消防局では、救急現場で活
動する救急隊が傷病者のマイナ保険証を
活用して、医療機関の選定に必要な傷病
者の診療情報などを閲覧し、救急業務の
迅速化や円滑化を図る、マイナ救急実証
事業を開始します。マイナ救急には、傷
病者の負担軽減や正確な医療情報の伝達
が可能であること、医療機関の早期選定
に繋がるなどのメリットがあります。も
しもの時に備えてマイナ保険証の登録を
済ませ、マイナンバーカードを持ち歩き
ましょう。
　本事業は総務省消防庁が全国の消防本
部と連携して実施するものです。住民の
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
期間　10月１日㈬～令和８年３月31日㈫
詳細　とかち広域消防局救急企画課
　　　　☎０１５５－２６－９１２３

集団健診のお知らせ

健 診 名 対　象（年度内年齢） 料　　　金
国保特定健診 町国民健康保険加入者（40歳～74歳）

無料
※�次の検査を希望の方は別途追加料金がかかります。
・心 電 図：１，６５０円
・眼底検査：１，１００円

後期高齢者健診 後期高齢者医療保険加入者（75歳以上）

生保・すこやか
小児健診

・小学４年生～中学３年生
・35歳～39歳の町民
・生活保護受給者（35歳以上）

胃がん・
肺がん（結核）・
大腸がん検診

40歳以上の方
※胃がん検診は40歳～74歳

・胃 が ん：１，５００円
　（胃バリウムＸ線撮影、41歳無料）
　ピロリ菌（胃がんオプション）：７００円（血液検査）
・肺がん：７００円
　　　　　（胸部Ｘ線撮影、41歳・65歳以上無料）
　喀痰（検査が必要な方）：１，３００円
・大腸がん：７００円
　（便潜血反応検査、75歳以上無料）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 ９００円

肝炎ウイルス検診 �35歳以上で肝炎ウイルス検査を受けた
ことがない方

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査：１，２００円
（70歳以上無料）

エキノコックス検診 小学３年生以上の町民（５年に１回） ４００円（中学生以下無料）

子宮がん検診 20歳以上の女性 １，４００円

乳がん検診 40歳以上の女性 50歳未満：２，１００円（２方向）
50歳以上：１，６００円（１方向）

骨粗しょう症検診 35歳以上の女性 ５００円

日　　時　　11月27日㈭～29日㈯　午前７時～10時（先着順時間予約制）
　　　　　　※11月27日は、子宮・乳・骨粗しょう症検診は受けられません。
場　　所　　町民センター
申込期限　　10月24日㈮　午後５時まで　※オンライン申し込みが可能です。
そ の 他　　生活保護世帯は全検診無料です
詳細・申込先　役場こども・健康課保健推進担当　☎２５－２５７１

オンライン
申し込み

九州大学北海道演習林公開講座
「とかちの森～森の見方と調べ方」

　九州大学北海道演習林では本年度の公開講座を次の
通り行います。今回は足寄・九大の森を散策しながら
樹木の見分け方、森のなりたちを解説し、森林の調査
の実践、簡単なデータの取りまとめから、森を客観的
に見ることを体験します。
日　　時　10月４日㈯　午前９時30分～午後４時30分
　　　　　※雨天決行
場　　所　九州大学北海道演習林
定　　員　15人
対　　象　高校生以上
受 講 料　無料（別途保険料が５００円必要です）
申込方法
　メールにて「住所・氏名・電話番号・メールアドレ
ス」を「ashoro@forest.kyushu-u.ac.jp」まで申し
込み。応募者多数の場合は抽選となります。
申込締切　９月22日㈪　
詳　　細　九州大学北海道演習林
　　　　　☎２５－２６０８

国民健康保険の
「資格確認書」および「資格情報のお知らせ」について
　令和６年12月２日以降、従来の国民健康保険証が新規発行されなくなり、マイナンバーカードを健康保
険証として利用できるよう登録したマイナ保険証に変わりました。現在は国民健康保険証の代わりに「資
格確認書」または「資格情報のお知らせ」を交付しています。
　マイナ保険証の利用登録は、医療機関や薬局の受付窓口に設置されている顔認証付きカードリーダーな
どで簡単にできます。

▶資格確認書とは
　マイナ保険証をお持ちでない方（マイナンバー
カードを保有していない、マイナンバーカードを
健康保険証として利用登録していない方）に交付
される健康保険の資格を証明する書類のことです。
◇医療機関を受診するとき◇
　従来の健康保険証と同様に医療機関等の窓口に
提示することで、保険診療を受けることができま
す。

「資格確認書」
は従来の健康保
険証と同じサイ
ズです。

▶資格情報のお知らせとは
　マイナ保険証をお持ちの方にご自身の健康保険
の資格を把握できるように交付される書類です。
◇医療機関を受診するとき◇
「資格情報のお知らせ」だけでは医療機関等で保
険診療を受けることはできません。マイナ保険証
が読み取れない場合に、マイナ保険証と一緒に提
示することで保険診療を受けることができます。

「資格情報のお知らせ」はＡ４サイズ
です。右下部分を切り取り、マイナン
バーカードのケース等に入れて持ち歩
いてください。

■マイナ保険証を保有している方でも、介助が必要な方などは「資格確認書」の交付を受けられます

　マイナ保険証を保有している方であっても、マイナ保険証で医療機関等の受診が困難な要配慮者につい
ては、申請により「資格確認書」を交付いたします。申請を希望される方は住民・出納課保険担当までお
越しください。

　マイナンバーカードの保険証利用登録をしていても、自動的に健康保険の資格が切り替わるわけではあ
りません。国民健康保険の加入・脱退は、役場で手続きが別途必要になります。

詳　細　役場住民・出納課保険担当　☎２８－３８５７

マイナ保険証をお持ちでも、国民健康保険の加入・脱退の手続きが必要です
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９
月
は
認
知
症
月
間
（
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
）
で
す

詳　
細

役
場
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

　
１
９
９
４
年
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

協
会
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
共
同

で
、
９
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」、

９
月
21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
９
月
を
「
認

知
症
月
間
」、
９
月
21
日
を
「
認
知
症
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
と
は
、
記
憶
力
や
判
断
力
、
言
語

能
力
な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
で
す
。
そ
の
中
で

最
も
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

で
す
。

　
認
知
症
月
間
の
目
的
は
、
認
知
症
へ
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
認
知
症
の
人
々
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
こ

と
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

広
め
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な

る
」
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら

も
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し
て
で
き
る
こ

と
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
住
み

慣
れ
た
地
域
で
仲
間
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、

希
望
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
考
え
方
が
新
し
い

認
知
症
観
で
す
。
あ
る
認
知
症
の
方
は
「
も

の
忘
れ
が
進
ん
で
も
、
重
度
に
な
っ
て
も
、

人
を
思
う
気
持
ち
や
人
間
ら
し
さ
は
変
わ
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
ど
ん

な
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
そ

の
た
め
に
は
い
ま
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と

共
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
図
書
館
ル
イ
カ
で
は
、
９
月
30
日
ま
で
特

別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
認
知
症
に
関

す
る
書
籍
の
紹
介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
関
す
る
主
な
取
り
組
み

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で

支
え
る
た
め
の
講
座
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
特
別
な
こ
と
を
す
る

の
で
は
な
く
、
地
域
で
認
知
症
の
人
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
講
座
は
誰
で
も
無

料
で
受
講
で
き
、
各
自
治
会
や
職
域
、
中
学

校
な
ど
団
体
に
向
け
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人
が

よ
り
実
践
的
な
知
識
や
対
応
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
講
座
で
す
。
認
知
症
の
人
へ

の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の
支
援
活
動
を
目

指
し
ま
す
。
受
講
し
た
人
は
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
活
動

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え

る
た
め
の
活
動
で
す
。
活
動
の
目
的
は
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の

孤
立
を
防
ぎ
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と

で
す
。
現
在
の
主
な
活
動
と
し
て
、
ひ
だ
ま

り
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
介
護
者
、
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
方
々
が
、
お
い
し
い
飲

物
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

で
交
流
し
て
い
ま
す
。
親
子
サ
ー
ク
ル
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
多
世
代
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
南
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
南
５
条
２
丁
目
）
で
、
毎

月
第
三
金
曜
日
の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
１
０
０
円
で
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
）

　
認
知
症
の
人
が
そ
の
進
行
段
階
に
応
じ
て
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
高
齢
者
支
援
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
難
聴
の
関
係

　
近
年
の
研
究
で
は
、
難
聴
と
認
知
症
に
は

密
接
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
難
聴
は
単
な
る
耳
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
や
孤
立
感
を
引
き
起
こ

し
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
脳
に
負
担
を
か

け
る
結
果
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
記
憶

力
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
、
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
齢
者
に
多
い
難
聴
は
、
日
常
生
活

の
質
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
会
話

が
困
難
に
な
る
こ
と
で
孤
独
感
や
疎
外
感
を

感
じ
や
す
く
な
り
、
そ
れ
が
精
神
的
健
康
を

損
な
う
要
因
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
適
切

な
補
聴
器
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の

工
夫
に
よ
っ
て
難
聴
を
改
善
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
認
知
機
能
低
下
の
予
防
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
耳
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
」を
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。耳の健康

チェック

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
通
信

詳　
細　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
え
ぷ
ろ
ん

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

山
田　
美
香

☎
25

－

６
０
０
０

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
担
当

☎
28

－

３
８
５
４

　
７
月
６
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

に
て
「
足
寄
町
麺
打
ち
同
好
会
」
に
よ

る
そ
ば
打
ち
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
農
作
業
等
の
時
期
と
重
な
っ
て

し
ま
い
、
参
加
者
は
７
人
と
や
や
少
な

め
で
し
た
が
、
普
段
は
十
数
人
が
集
ま

り
、
調
理
室
の
テ
ー
ブ
ル
が
す
べ
て
埋

ま
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
す
。

「
昔
は
そ
ば
を
食
べ
て
暮
ら
し
を
つ
な

い
で
い
た
。
昔
な
が
ら
の
伝
統
や
家
庭

の
味
を
次
の
世
代
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
19
年
に

会
が
発
足
し
、
現
在
の
活
動
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
ば
打
ち
で
最
も
大
切
な
の
は
「
水

回
し
」
と
い
う
工
程
で
、
粉
合
わ
せ
し

た
そ
ば
粉
と
中
力
粉
に
適
量
の
水
を
加

え
、
指
先
を
使
い
丁
寧
に
素
早
く
混
ぜ

て
い
き
ま
す
。
粉
に
水
分
が
む
ら
な
く

行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
、
水
が
多
す
ぎ
る
と
茹
で
る
途
中
で

切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
水

回
し
は
そ
ば
の
出
来
に
大
き
く
影
響
す

る
肝
と
な
る
工
程
で
す
。

　
そ
ば
打
ち
30
年
の
佐
々
木
敏
明
さ
ん

（
77
歳
・
同
好
会
会
長
）
は
「
趣
味
仲

間
と
話
し
な
が
ら
美
味
し
い
そ
ば
を
作

る
事
が
楽
し
い
」
と
、
や
り
が
い
に
つ

い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち

に
は
五
感
を
満
た
す
要
素
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ニ
ア
の
趣
味

　
人
間
が
外
か
ら
受
け
た
刺
激
を
感
じ
る
た

め
の
感
覚
器
官
を
「
五
感
」
と
い
い
ま
す
。

五
感
と
は
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・

触
覚
の
５
つ
の
感
覚
で
あ
り
、
日
常
生
活
に

欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
最
近

「
小
さ
な
字
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
」「
話

し
声
が
聞
き
に
く
い
」「
臭
い
を
感
じ
に
く

く
な
っ
た
」「
何
を
食
べ
て
も
味
が
ハ
ッ
キ

リ
し
な
い
」「
暑
さ
や
寒
さ
を
感
じ
に
く
く

な
っ
た
」
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ら
は
、
加
齢
と
と
も
に
五
感
で
あ

る
感
覚
機
能
の
低
下
に
よ
っ
て
生
じ
る
現
象

で
、
日
常
生
活
に
も
好
ま
し
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
す
一
因
と
な
り
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
２
０
１
９

年
に
発
表
し
た
「
認
知
機
能
低
下
・
認
知
症

リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
指
針
」
に
お
い
て
、

認
知
機
能
を
刺
激
す
る
こ
と
は
、
認
知
症
リ

ス
ク
の
低
減
に
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
は
場
所
に
よ
っ
て
司
る

役
割
が
異
な
る
た
め
、
ま
ん
べ
ん
な
く
五
感

を
刺
激
す
る
こ
と
で
各
部
位
は
活
性
化
し
脳

バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、
よ
り
良
い
脳
の
状
態

を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
五
感
を
意

識
的
に
使
う
こ
と
は
認
知
機
能
の
維
持
に
つ

な
が
り
日
々
の
生
活
に
も
豊
か
さ
を
与
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

五
感
、
衰
え
て
い
ま
せ
ん
か

ま
ん
べ
ん
な
く
脳
を
刺
激
し
、
認
知
症

予
防
を

五
感
を
意
識
し
て
、
健
や
か
な
毎
日
を
目

指
し
ま
せ
ん
か

　
で
は
実
際
、
ど
う
す
れ
ば
五
感
を
刺
激
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
特
別

難
し
い
こ
と
は
な
く
、
日
常
生
活
を
少
し
意

識
す
る
だ
け
で
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
散
歩
を
す
る

方
は
い
つ
も
よ
り
風
景
に
意
識
を
向
け
る
こ

と
で
視
覚
の
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、
歩
幅
や

地
面
の
感
覚
を
意
識
す
る
こ
と
で
触
覚
が
刺

激
さ
れ
ま
す
。
散
歩
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活

に
お
い
て
「
意
図
的
に
意
識
を
向
け
る
」
こ

と
で
五
感
は
刺
激
を
受
け
、
脳
が
活
性
化
さ

れ
ま
す
。
情
報
過
多
な
環
境
で
生
き
て
い
る

現
代
人
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
五
感
が
鈍
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
の
意
識

で
脳
を
活
性
化
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ

り
た
い
で
す
ね
。

第
27
号

活
動
に
と
て
も
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
月
第
４
日
曜
日
に
町
民
セ
ン

タ
ー
調
理
室
に
て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

～「足寄町麺打ち同好会」を紹介します～
自分らしく、いきいきライフ！第21回
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消
費
生
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相
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（
南
６

－
２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

　
皆
さ
ん
は
日
常
生
活
に
お
い
て
「
自
分
が
消

費
者
で
あ
る
」
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
か
？　
ご
自
身
や
身
近
で
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
な
い
限
り
普
段
か
ら
意
識
す
る
こ
と
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
安
全
法
は
、
消

費
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
消

費
者
庁
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
べ
き

こ
と
、
事
業
者
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
定
め
、
平
成
21
年
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
一
口
に
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
て
も

多
岐
に
渡
り
、
誰
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
可
能

性
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
今
回
は
消

費
者
の
安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
消
費
者
庁
で
は
、
実
際
に
発
生
し
た
製
品
事

故
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
発
生
す
る
か
の

検
証
や
販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
が
事
故
を
起
こ

さ
な
い
か
性
能
の
テ
ス
ト
を
行
う
取
り
組
み
、

す
で
に
発
生
し
て
し
ま
っ
た
事
故
情
報
や
事
業

者
が
公
表
し
て
い
る
製
品
リ
コ
ー
ル
情
報
を
収

集
し
て
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
私
た
ち
消
費
者

が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
安
全
へ
の
取
り
組
み
と
は
ど
う
い
う
も
の

で
す
か
？

Ａ
：
消
費
者
庁
の
政
策
は
消
費
者
行
政
の
司

令
塔
と
し
て
基
本
計
画
の
策
定
や
関
係
省

庁
と
の
連
携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

安
全
に
関
す
る
分
野
で
は
事
故
情
報
の
集

約
や
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
・
食
品
安
全

に
関
す
る
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
７
月
31
日
に
は
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
体
格
に
合
わ
せ
て
正
し
く
装
着
で
き

て
い
ま
す
か
？ 

―
正
し
く
装
着
し
て
正

し
く
乗
せ
る
こ
と
が
こ
ど
も
の
命
を
守
り

ま
す
―
」
が
公
開
さ
れ
、
事
故
に
関
す
る

注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
で

は
警
察
庁
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
日
本
自

動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
に
よ
る
調
査
と
し

て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
状
況
が
１

歳
未
満
91
・
７
％
に
対
し
、
１
～
４
歳

80
・
７
％
、
５
歳
57
・
９
％
と
、
年
齢
が

上
が
る
に
従
っ
て
使
用
率
が
下
が
る
傾
向

に
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
際
に

は
、
原
則
と
し
て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
歳
以
上
で
も
身
長
な
ど
の
体
格
に
合
わ
せ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
察
庁
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
サ
イ
ト
内
で
「
子
供
を
守
る

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
と
し
て
使
用
し
て
い

な
い
・
ま
た
は
正
し
く
使
用
し
て
い
な
い
場

合
の
数
値
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
不
使
用
者
の
致
死
率
は
適
正

使
用
者
の
約
４
・
７
倍
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
検
証
動
画
「
体

格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要
性

～
時
速
55
㎞
で
衝
突
し
た
際
の
検
証
～
」
も

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

警視庁
ホームページ

Ｑ
：
新
聞
の
チ
ラ
シ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
昔
の

ス
ト
ー
ブ
や
加
湿
器
の
回
収
を
呼
び
か
け

て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
：
死
亡
や
火
災
な
ど
の
重
大
な
製
品
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
消
費
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
る
ま
で
周
知
を
行
い
ま
す
。
消

費
者
が
知
ら
ず
に
使
用
し
て
新
た
な
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

そ
れ
は
製
品
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
品
に

も
言
え
る
こ
と
で
、
異
物
混
入
や
健
康
被

害
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
商
品
に
つ
い
て

の
対
応
（
自
主
回
収
や
返
金
等
）
情
報
は

一
部
の
地
域
だ
け
で
な
く
広
く
消
費
者
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
危
害
・
危
険
の
情
報
は
知
っ
て
得
す
る
安

心
へ
の
近
道
で
す
。
消
費
者
庁
や
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
で
は
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
メ
ル
マ
ガ
登
録
や
フ
ォ

ロ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
実
際
に
事
故
が

起
き
て
い
な
く
て
も
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
」

し
た
経
験
が
あ
る
時
は
早
急
に
情
報
提
供
を

し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

　
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
の
検
索
方
法
は
「
新

規
登
録
情
報
」「
高
齢
者
向
け
」「
こ
ど
も
向

け
」
に
分
か
れ
て
い
て
検
索
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
直
接
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
「
全
て
」「
高

齢
者
向
け
」「
こ
ど
も
向
け
」
が
選
択
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
て
情
報
を
受
け
取
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

ＪＡＦ
検証動画

リコール
情報サイト

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

詳
細　
役
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住
民
・
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◇
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と

き
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
を
す
れ
ば
、
将
来

受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

数
え
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
お
早
目
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
が
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等
期
間
に
限

ら
れ
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
う
ち
、
原
則

古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら
納
め
て
く
だ

さ
い
。

《
申
込
方
法
》

　
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
年
金
事
務
所
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
）。

※
「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」
は
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nenkin.go.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
年

金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

詳　
細
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広
年
金
事
務
所 

�

☎
０
１
５
５

－

21

－

１
５
１
１

　
役
場
住
民
・
出
納
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
６

み
ん
な
の
国
民
年
金

み
ん
な
の
国
民
年
金

 

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

来
年
の
大
発
生
を
防
ぐ
た
め

卵
塊
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
今
年
は
本
町
に
お
い
て
も
マ
イ
マ
イ
ガ
が

発
生
し
、
卵
が
産
み
つ
け
ら
れ
て
写
真
の
よ

う
に
塊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
卵
塊
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
冬
を
越
し
て
来
年
大
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅
や
会

社
な
ど
の
壁
に
卵
塊
を
見
か
け
た
場
合
は
、

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

駆
除
の
方
法

　
壁
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
、
あ
ま
り
硬
く

な
い
先
が
平
ら
な
も
の
（
例
：
へ
ら
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
半
分
に
切
っ
た
も
の
等
）
で
、

剥
が
し
て
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
取
り
除
い
た
卵
塊
は
、
土
に
埋
め
る
か
「
燃

や
す
ご
み
」
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
卵
を
覆
う
毛
が
飛
散
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
作
業
時
は
マ
ス
ク
、
手
袋
、
ゴ
ー

グ
ル
な
ど
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

　
全
国
的
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の

小
型
充
電
式
電
池
が
原
因
の
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
帯

広
市
）
で
も
火
災
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
の
火
災
が
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
を
破

砕
す
る
機
械
の
運
転
中
に
起
き
て
い
ま
す
。

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
袋
に
小
型
充
電
式
電
池

ま
た
は
こ
れ
ら
の
電
池
を
内
蔵
す
る
製
品
が

混
入
し
、
破
砕
す
る
際
の
衝
撃
で
発
火
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に
燃
や

さ
な
い
ご
み
の
袋
（
緑
色
）
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

小
型
充
電
式
電
池
の
廃
棄
方
法

取
り
外
せ
る
場
合
：
製
品
か
ら
電
池
を
取
り

外
し
、「
有
害
ご
み
」
と
し
て
収
集
日
に
出

す
か
役
場
１
階
住
民
・
出
納
課
住
民
室
窓
口

前
に
設
置
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

取
り
外
せ
な
い
場
合
：

「
金
属
類
」
と
し
て

収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
み
処
理
施
設
で

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す

役場庁舎に産み付けら
れた卵塊

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

「消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
契
約
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に　

～
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
巻
～

第
154
回
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開
催
し
ま
す

●
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
町
民
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
、
第
32
回

足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
期
間
中
は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

各
種
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

共
　
催　
足
寄
町

　
　
　
　
町
教
育
委
員
会

期
　
間
　
10
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈰

会
　
場　
町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　
町
内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
足
寄
町
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
吹
奏
楽
を
愛
好
し
て
い
る
小
中
高
校
生
の

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
第
36

回
足
寄
町
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
　
催　
町
教
育
委
員
会

開
催
日
　
10
月
11
日
㈯

時
　
間　
午
後
２
時
～
（
予
定
）

会
　
場　
町
民
セ
ン
タ
ー

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会
「
す
く

す
く
」

　
子
育
て
中
の
マ
マ
や
パ
パ
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
お
子
さ
ま
の

笑
顔
に
幸
せ
を
感
じ
育
児
に
励
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
マ
マ
や
パ
パ
の
悩

み
や
不
安
を
解
消
し
、
心
身
と
も
に
健
康
に

お
子
さ
ま
を
育
て
る
た
め
の
手
助
け
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
す
く
す
く
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
託
児
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
子
育

て
中
の
マ
マ
や
パ
パ
と
の
輪
を
広
げ
、
よ
り

楽
し
く
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
　
10
月
16
日
㈭　
軽
運
動
講
座　

　
　
　
　
　
簡
単
ダ
ン
ス
エ
ア
ロ

　
　
　
　
11
月
20
日
㈭　
演
習

　
　
　
　
　
離
乳
食
調
理
実
習

　
　
　
　
12
月
12
日
㈮　
講
話

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
事
故
予
防
（
予
定
）

時
　
間　
午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　
９
月
25
日
㈭
～
10
月
13
日
㈪

　
　
動
物
化
石
博
物
館
展

　
10
月
15
日
㈬
～
10
月
31
日
㈮

　
　
足
寄
消
防
署
啓
発
展

　
11
月
７
日
㈮
～
11
月
21
日
㈮

　
　
第
64
回
文
化
祭
作
品
展

　
11
月
25
日
㈫
～
12
月
５
日
㈮

　
　
健
康
ロ
ビ
ー
展

　
12
月
９
日
㈫
～
19
日
㈮

　
　
足
寄
町
小
中
学
校
作
品
展

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

生
涯
学
習
事
業

生
涯
学
習
事
業

●
第
46
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

開
催
日
　
10
月
13
日
（
月
・
祝
日
）

時
　
間　
午
前
９
時
00
分
～

場
　
所　
陸
上
競
技
場

内
　
容　

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
・
マ
ラ
ソ
ン
の

部
（
１
～
５
㎞
）

詳
　
細　
総
合
体
育
館　
☎
25

－

３
１
９
１

社
会
体
育
事
業

社
会
体
育
事
業

活動の詳細や
申込みはこちら

●
令
和
８
年
足
寄
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

開
催
日
　
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰

時
　
間　
午
後
１
時
～

対
象
者　
平
成
17
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
９
月
25
日
㈭
　
10
月
28
日
㈫

　
　
　
　
11
月
26
日
㈬
　
12
月
23
日
㈫

時
　
間　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

子
育
て
・
家
庭
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

お
知
ら
せ

※�

足
寄
町
に
住
民
票
の
あ
る
対
象
者
に
は
、

11
月
中
旬
に
詳
細
お
よ
び
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。足
寄
町
に
住
民
票
が
な
い
方
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　
生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

●
文
化
祭
作
品
展
出
展
者
募
集

　
「
第
64
回
足
寄
町
文
化
祭
」
の
出
展
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
作
品
展
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ご
自
分
の
作
品
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　
間
　
11
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

会
　
場　
町
民
セ
ン
タ
ー

作
　
品　

�

俳
句
、
書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、

生
け
花
、
写
真
、
創
作
人
形
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
木
彫
作

品
そ
の
他
創
作
作
品
全
般

出
展
数　
一
人
４
点
ま
で

搬
　
入　
11
月
６
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
～
７
時

搬
　
出　
11
月
22
日
㈯
～
24
日
㈪

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

申
込
期
限　
10
月
10
日
㈮

※�

団
体
や
サ
ー
ク
ル
等
で
出
展
い
た
だ
け
る

方
は
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
関
係
上
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
詳
細

�

生
涯
学
習
室　
☎
25

－

３
１
８
８

募
集
し
ま
す

　
ネ
イ
パ
ル
足
寄
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
主
催

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
一

部
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
食
の
世
界
を
広

げ
よ
う
～
フ
ー
ド
ペ
ア
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
～
」
で
は
、
講
師
と
と
も
に
十
勝
の
食

材
を
味
わ
い
、
食
の
楽
し
さ
を
再
発
見
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
は
小
学
校
１
～
３
年
生

を
対
象
と
し
た「
は
じ
め
て
の
お
と
ま
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
宿
泊
体
験
を
通
し
て
自

立
心
や
協
調
性
を
育
む
と
と
も
に
、
心
身

の
健
や
か
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。
例
年
参
加
者
が
多

い
た
め
、
全
３
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
リ
ン
グ

in
ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
！ 

ご
家
族
や
お

友
達
と
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ネ
イ
パ
ル
足
寄
で
は
「
学
び
」
と
「
体

験
」
を
融
合
し
た
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
と
い
い
ね
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

ネ
イ
パ
ル
足
寄
よ
り

季
節
ご
と
に
、
心
お
ど
る
主
催
事
業

『
甲
子
園
に
向
か
っ
て
新
チ
ー
ム
が
始
動
！
』

　
６
月
末
の
夏
季
大
会
敗
戦
よ
り
３
年
生
が

引
退
し
て
新
チ
ー
ム
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

２
年
生
15
人
、
１
年
生
４
人
の
計
19
人
で
日
々

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
チ
ー
ム
の
目
標
は
『
全
道
で
勝
て
る
チ

ー
ム
、
甲
子
園
出
場
』
と
定
め
ま
し
た
。
選

手
た
ち
は
７
月
に
鵡
川
遠
征
、
８
月
は
札
幌

遠
征
と
、
全
道
大
会
を
見
据
え
他
支
部
の
高

校
と
の
練
習
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
同

練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
時
に
野
球

部
寮
に
伺
い
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か

見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
て
、
そ

れ
ら
を
持
ち
帰
り
自
チ
ー
ム
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
今
で
は
全
道
大
会
も
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

観
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

知
っ
て
い
る
の
と
、
見
た
こ
と
が
あ
る
の
と
、

実
際
に
体
験
す
る
の
と
で
は
、
何
か
を
感
じ

た
り
そ
こ
か
ら
何
か
を
得
た
り
す
る
内
容
は

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
日
頃
快
適
な
環
境
で
生
活
を
し
て
い
る
選

手
た
ち
も
、
団
体
行
動
を
通
じ
て
ま
す
ま
す

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
公
式
戦
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
の
一
発

勝
負
な
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
食
事
や
枕
の

違
い
に
柔
軟
に
対
応
し
、
し
っ
か
り
と
自
己

管
理
が
で
き
て
い
て
、
い
つ
で
も
高
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
も
毎
日
の
練
習
で
は
表
面
化
し
な
い

部
分
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
大
会
ま
で
は
残
り
約
１
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
や

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に

課
題
を
課
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
会
に
向
け

て
方
向
性
の
確
認
、
細
か
い
作
戦
の
徹
底
、

動
き
の
微
調
整
に
入
り
ま
す
。
選
手
を
よ
く

観
察
し
、
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

よ
り
選
手
た
ち
を
信
じ
て
一
緒
に
戦
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

池
田
で
す
�

頑
張
っ
て
い
ま
す
�
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図
書
館
ル
イ
カ
情
報

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

各
事
業
の
申
し
込
み
・
詳
細

図
書
館
　
☎
25

－

３
１
８
９

●
読
書
週
間「
こ
こ
ろ
と
あ
た
ま
の
、深
呼
吸
」

　
10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
秋
の
読

書
週
間
期
間
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

【
一
日
司
書
体
験
】

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
、
本
へ
の
興
味

や
関
心
を
高
め
る
場
と
し
て
、
一
日
司
書
体

験
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
　
11
月
９
日
㈰

時
　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
小
学
４
年
生
～
６
年
生

定
　
員　
５
人
（
先
着
順
）

【
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
図
書
館
で
除
籍
し
た
本
や
保
存
期
間
が
切

れ
た
雑
誌
、
寄
贈
さ
れ
た
本
で
未
登
録
の
本

を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

開
催
日
　
11
月
１
日
㈯

時
　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
　
場　
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

※
お
持
ち
帰
り
の
冊
数
は
無
制
限
で
す
。

※�

人
気
の
雑
誌
や
本
は
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
ほ
ん
ト
ー
ク
！
】

　
本
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
、
お
す
す
め
の

本
の
こ
と
を
熱
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
　
11
月
２
日
㈰

時
　
間　
午
後
２
時
～
３
時

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
４

対
　
象　
大
人
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）

定
　
員　
５
人

図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
奮
闘
記

図
書
館
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
奮
闘
記

　
大
好
評
で
終
了
し
た
絵
本
作
家
さ
と
う
め

ぐ
み
さ
ん
「
絵
本
ラ
イ
ブ
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
準
備
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
カ
ー
ド
の
見
本
づ
く
り

に
挑
戦
し
、
参
加
申
し
込
み
の
後
押
し
と
な

る
個
性
的
な
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
10
月
１
日
㈬
　
11
月
５
日
㈬

　
　
　
　
12
月
は
お
休
み
で
す
。

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
乳
幼
児
か
ら

詳
　
細　
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
９
月
27
日
㈯
　
10
月
25
日
㈯

　
　
　
　
12
月
27
日
㈯

　
　
　
　
11
月
は
お
休
み
で
す
。

時
　
間　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
　
所　
図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対
　
象　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

詳
　
細　
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

●
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」、
絵
本
の
会
「
は

ら
っ
ぱ
」
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

【
主
な
活
動
】

　
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
・
ル
イ
カ
（
月
２
回
）

　
　
・
小
学
校
（
月
４
回
）

　
メ
ン
バ
ー
で
活
動
で
き
る
日
を
調
整
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ル
イ
カ
の
お
は
な

し
会
当
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
や
経
験
問
わ
ず
・
ど
な
た
で
も

　
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　
月
曜
日
が
休
館
で
す
。

９
月　
15
日
、
22
日
、
29
日

10
月　
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

11
月　
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

12
月　
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

　
　
　
28
日
～
31
日

図
書
館
休
館
日

新
し
い
展
示
と
新
し
い
研
究

　
博
物
館
に
は
足
寄
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る

ア
シ
ョ
ロ
ア
や
ア
シ
ョ
ロ
カ
ズ
ハ
ヒ
ゲ
ク
ジ

ラ
な
ど
、
足
寄
動
物
群
と
よ
ば
れ
る
化
石
た

ち
の
ほ
か
に
も
、
十
勝
や
道
東
か
ら
見
つ
か

っ
て
い
る
面
白
い
化
石
が
た
く
さ
ん
収
蔵
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は

浦
幌
町
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
ア
ロ
デ
ス
ム

ス
の
全
身
復
元
骨
格
な
ど
の
新
し
い
展
示
と
、

新
聞
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
阿
寒
町
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
る
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
仲

間
化
石
の
研
究
成
果
で
す
。

　
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
は
お
よ
そ
１
５
０
０
万
年

前
の
北
海
道
の
海
で
泳
い
で
い
た
原
始
的
な

ア
シ
カ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
仲
間
で
す
。
以
前
も

紹
介
し
ま
し
た
が
、
ク
ジ
ラ
の
仲
間
で
は
な

く
、
イ
タ
チ
に
近
い
仲
間
、
も
っ
と
広
く
見

る
と
、
ク
マ
や
イ
ヌ
、
ネ
コ
と
関
係
が
近
い

動
物
で
す
。
こ
の
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
の
い
る
鰭

脚
類
（
き
き
ゃ
く
る
い
）
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
ア
ロ
デ

ス
ム
ス
の
化
石
は
産
状
標
本
と
言
っ
て
、
化

石
が
ど
の
よ
う
に
地
層
に
埋
ま
っ
て
い
た
か

を
示
す
も
の
し
か
な
く
、
鰭
脚
類
の
全
身
骨

格
と
し
て
は
、
い
ま
生
き
て
い
る
ト
ド
の
骨

格
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
展
示

の
更
新
で
は
、
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
の
全
身
復
元

骨
格
を
制
作
し
、
復
元
画
も
そ
れ
に
あ
わ
せ

た
新
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

シ
カ
の
仲
間
で
あ
る
ト
ド
と
並
ん
で
鰭
脚
類

の
代
表
的
な
動
物
で
あ
る
ア
ザ
ラ
シ
（
ゼ
ニ

ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
）
の
全
身
骨
格
も
展
示
を
開

始
し
ま
し
た
。
特
に
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
の
全
身

復
元
骨
格
は
、
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
の
研
究
チ
ー

ム
と
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
が
議
論
を
重
ね
、
個

人
的
に
は
『
世
界
一
か
っ
こ
い
い
』
ア
ロ
デ

ス
ム
ス
の
全
身
復
元
骨
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ザ
ラ
シ
も
骨
に
し
て
み
る
と
、
生

き
て
い
る
姿
と
は
違
っ
た
印
象
が
あ
り
、
ト

ド
と
の
体
つ
き
の
違
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

実
は
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
は
ア
ザ
ラ
シ
に
よ
り
近

い
仲
間
で
あ
る
と
の
研
究
が
有
力
な
の
で
す

が
、
手
足
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
見
る
と
ト
ド

の
ほ
う
に
よ
く
似
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

１
５
０
０
万
年
前
に
戻
る
と
、
い
ま
親
し
ん

で
い
る
動
物
た
ち
も
違
っ
た
姿
を
し
て
い
た

も
の
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
新
し
い

展
示
で
は
、
ア
シ
カ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
泳
ぎ
方

の
違
い
や
進
化
の
道
筋
の
違
い
も
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
博
物
館
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
こ
の
新
し
い
展

示
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
化
石
は
阿
寒
町
か
ら
見
つ

か
っ
て
い
る
束
柱
類
で
あ
る
ネ
オ
パ
ラ
ド
キ

シ
ア
の
化
石
で
す
。
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
成
果
と
し
て
論
文

が
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
化
石
自
体

は
30
年
以
上
前
に
見
つ
か
っ
て
い
た
も
の
で
、

束
柱
類
の
一
つ
で
あ
る
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ

ア
の
仲
間
だ
ろ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は

わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
り
詳
し
い
正

体
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
今
回
、
博

物
館
と
岡
山
理
科
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、

こ
の
化
石
が
い
ま
ま
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
し
か

報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ネ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ

ア
と
い
う
種
類
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
仲
間
は
、
デ

ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
仲
間
と
並
ん
で
、
北
太
平

洋
の
沿
岸
エ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て

い
る
化
石
で
、
日
本
で
も
た
く
さ
ん
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
足
寄
で
見
つ
か
っ
て
い
る
ア

シ
ョ
ロ
ア
や
ベ
ヘ
モ
ト
プ
ス
と
比
べ
る
と
ず

っ
と
新
し
い
時
代
に
生
き
て
い
た
種
類
で
、

今
回
の
化
石
は
浦
幌
の
ア
ロ
デ
ス
ム
ス
と
同

じ
時
代
、
約
１
５
０
０
万
年
前
の
も
の
で
す
。

阿
寒
町
か
ら
は
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
仲

間
だ
け
で
な
く
、
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
仲
間

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
研

究
で
は
、
束
柱
類
が
な
ぜ
絶
滅
し
た
か
？
と

い
う
謎
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
も
あ
り
ま
し

た
。
束
柱
類
の
絶
滅
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ

な
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

今
回
の
研
究
で
は
気
候
の
変
化
に
注
目
し
、

束
柱
類
の
多
様
性
の
変
化
が
当
時
の
気
候
の

変
化
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。
ま
た
、
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
仲
間
と
パ

レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
仲
間
と
で
は
気
候
へ

の
好
み
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
の
仲
間
と
パ
レ
オ
パ

ラ
ド
キ
シ
ア
の
仲
間
と
で
は
、
歯
の
発
達
や

骨
の
内
部
構
造
に
も
違
い
が
あ
り
、
食
べ
物

の
種
類
や
行
動
の
違
い
が
気
候
の
好
み
と
関

連
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
阿
寒
町
か
ら
は
束
柱
類
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
ほ
か
の
海
の
哺
乳
類
の
化
石
も
見
つ
か

っ
て
お
り
、
研
究
が
進
み
だ
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。『
足
寄
が
海
だ
っ
た
時
代
』
の
そ

の
後
の
北
海
道
の
海
の
世
界
が
今
後
ま
す
ま

す
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

動
物
化
石
博
物
館
情
報

動
物
化
石
博
物
館
情
報

パレオパラドキシアの仲間の生体復元画

新しくなった鰭脚類コーナー

阿寒町から発見されたパレオパラドキシアの仲間の化石
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日
本
と
カ
ナ
ダ
の
外
食
文
化
の

違
い　

　
ブ
リ
ア
ー
ナ
・
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ

　
足
寄
町
で
の
生
活
が
は
じ
ま
り
、
２
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
毎
日
が
と
て
も
楽
し

く
、
こ
の
町
を
「
ホ
ー
ム
」
と
呼
べ
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
、

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
新
し
い

飲
食
店
を
探
し
て
食
事
に
行
く
こ
と
や
足

寄
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ

る
こ
と
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
、
足
寄
に
来
て
か
ら
好
き
に
な
っ

た
日
本
食
は
、
そ
ば
、
す
き
焼
き
、
納
豆
、

機
を
使
っ
て
注
文
し
た
り
す
る
ス
タ
イ
ル

の
飲
食
店
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
注
文

方
法
は
、
飲
食
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ

ん
の
両
方
に
と
っ
て
、
と
て
も
効
率
的
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
ウ
ェ
イ

タ
ー
や
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
お
客
さ
ん
を
待

た
せ
ず
に
注
文
を
取
る
こ
と
が
原
則
と
さ

れ
て
お
り
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

く
れ
る
ウ
ェ
イ
タ
ー
や
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に

は
チ
ッ
プ
を
支
払
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。

　　
日
本
で
の
外
食
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
文
化
や
生
活
習
慣
は
本
当
に
興
味
深
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
の
違
い
を
発
見
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
ヒ
ラ
メ
の
刺
身
で
す
。

飲
食
店
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、

日
本
と
カ
ナ
ダ
の
外
食
文
化
の

違
い
に
も
気
づ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
足
寄
町
の
飲
食
店
は
、

座
敷
や
掘
り
ご
た
つ
が
あ
る
お

店
が
多
く
、
席
に
着
く
前
に
は

靴
を
脱
ぐ
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

一
方
で
、
カ
ナ
ダ
の
飲
食
店
で

は
靴
を
脱
ぐ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
で
食

べ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　
日
本
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
設

置
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
注
文

し
た
り
、
席
に
着
く
前
に
券
売
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Hello! Friends!

カナダのレストランにて、外食を楽しむカナダのレストランにて、外食を楽しむ
ブリアーナブリアーナささんんと友人家族と友人家族

　
暑
さ
の
残
る
晩
夏
で
す
が
、
朝
晩
の
冷
え
込

み
に
備
え
暖
房
器
具
の
準
備
を
始
め
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推

進
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
や
森
林
資
源
の
地

産
地
消
な
ど
を
目
指
し
て
お
り
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
方
に
対
し
て
、
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
通
し
て
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
で
も
自
然
環
境
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

①
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
で
始
ま
る
森
と
つ
な
が

　
る
暮
ら
し 

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
に
使
用
す
る
暖
房
器
具
で
す
。
燃
料
と
な

る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
森
林
の
育
成
過
程
で
発

生
す
る
間
伐
材
な
ど
の
未
利
用
材
を
原
料
と
す

る
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
森
林
整
備
の
推
進
や
地
域
林
業
の
活
性
化

に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
火
の
温
も
り
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

地
域
の
森
も
元
気
に
で
き
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
。

ぜ
ひ
、
ご
自
宅
の
暖
房
と
し
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
導
入
、
そ
し
て
地
元
産
の
ペ
レ
ッ
ト
燃

料
の
使
用
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
費
補
助
の
ご

　
案
内

・
補
助
対
象
と
な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。 

⑴
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る
町
内

　
の
住
宅
等
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵
未
使
用
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
金
の
額

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
価
格
の
４
分
の

３
の
額
と
し
、
１
台
30
万
円
を
上
限
と
し
ま
す

（
中
古
品
を
除
く
。
設
置
費
等
を
除
く
）。

　
・
そ
の
他

　
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。
設
置
お
よ
び
導
入
後
２

年
間
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
使
用
状
況
等
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
請
方
法

　
申
請
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
補
助
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
購
入
前
に
補
助
の
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳　
細　
役
場
農
林
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室

�

☎
28

－

３
８
６
２

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら
し
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

申請様式

　
去
年
か
ら
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
目
に
つ
き
、
今

年
は
頻
繁
に
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
マ
イ

マ
イ
ガ
。
約
10
年
周
期
で
大
発
生
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
足
寄
で
は
前
回
の

大
発
生
は
２
０
０
９
年
に
起
き
、
そ
の
後
２

年
ほ
ど
山
中
の
樹
木
が
丸
裸
に
な
っ
た
こ
と

を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

は
ま
だ
大
発
生
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

来
年
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
井
上
幸
子
・
市
橋
隆
自
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
マ
イ
マ
イ
ガ
は
ド
ク
ガ

の
一
種
で
す
が
、１
齢
幼
虫（
卵

か
ら
か
え
っ
た
直
後
か
ら
最
初

の
脱
皮
を
す
る
ま
で
の
幼
虫
）

に
の
み
毒
毛
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
大
き
な

幼
虫
や
成
虫
は
基
本
的
に
無
毒

で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は
卵
を

包
み
込
ん
だ
フ
ワ
フ
ワ
し
た
部

分
が
皮
膚
に
つ
く
こ
と
で
も
炎

症
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
の
際
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
１
齢
幼
虫
は
糸
を
吐
い
て

木
か
ら
ぶ
ら
下
が
り
、
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
移
動
で
き
ま
す
。

こ
の
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
る
様
子

か
ら
ブ
ラ
ン
コ
ケ
ム
シ
の
別
名

も
あ
り
ま
す
。

　
通
常
は
数
年
の
大
発
生
の
の

ち
寄
生
バ
チ
や
ウ
イ
ル
ス
、
病

原
菌
と
い
っ
た
天
敵
に
よ
り
急

激
に
数
を
減
ら
し
ま
す
。
今
年

マイマイガマイマイガ

59
Vol.

成虫（左：メス・右：オス）成虫（左：メス・右：オス）幼虫幼虫

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

・
令
和
７
年
度
観
岳
祭

　
令
和
７
年
７
月
５
日
㈯
か
ら
６
日
㈰
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
観
岳
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
観
岳
祭
の
テ
ー
マ
に
「Sm

iling 
Flow

ers

」
を
掲
げ
、
生
徒
会
執
行
部
が
主

体
的
に
準
備
を
進
め
、
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
に
は
、
保
護
者
の
み
に
公
開
し
た
ク

ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
ダ

ン
ス
、
演
劇
、
動
画
な
ど
多
彩
な
発
表
が
披
露

さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
個
性
と
創
造
力
が
光

る
素
晴
ら
し
い
演
技
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
一
般
公
開
と
な
り
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
約
２
０
０
人
以
上
の

来
校
者
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
ク
ラ
ス

や
文
化
部
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
準
備
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
屋
台
や
模
擬
店
が
軒
を
連
ね
、
訪
れ
る

人
々
の
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
場
で

は
、
生
徒
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
も
交
流
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
の
と
お
り
、
笑
顔
と
絆
を
育
む
素
敵

な
２
日
間
と
な
り
、
生
徒
は
も
と
よ
り
皆
様
の

心
に
も
温
か
い
思
い
出
が
刻
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
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「
某
職
員
の
お
す
す
め
本
」�

９
月
30
日
ま
で

「
９
月
誕
生
日
の
作
家
」�

９
月
30
日
ま
で

・
こ
ど
も
・
健
康
課
連
携

「
自
殺
予
防
週
間
」�

９
月
21
日
ま
で

・
高
齢
者
支
援
課
連
携

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」�

９
月
30
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
お
つ
き
さ
ま
」�

10
月
６
日
ま
で

　
図
書
館
で
た
く
さ
ん
の
本
を
借
り
て
く
れ
ま

し
た
。
３
３
６
冊
達
成
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

●
一
般
書

「
図
解
眠
れ
な
く
な
る
ほ
ど
面
白
い
北
海
道
の
話
」

「
む
く
み
解
消
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

「
ぜ
ん
ぶ
絵
で
わ
か
る
照
明
」

�

東
海
林　
弘
靖

「
地
震
に
強
い
収
納
の
き
ほ
ん
」

�

松
永　
り
え

「
イ
ノ
セ
ン
ス
」�

誉
田　
哲
也

「
ザ
・
エ
ッ
セ
イ
万
博
」�

万
城　
目
学

「
ま
ろ
丸
伊
勢
参
り
」�

畠
中　
恵

●
児
童
書
・
絵
本

「
妖
怪
大
探
検
！
」

「
ギ
リ
ギ
リ
オ
ニ
ギ
リ
ー
ズ
」�

玉
田　
美
和
子

「
お
ま
わ
り
さ
ん
の
き
ゅ
う
じ
つ
」　

�

中
川
ひ
ろ
た
か

「
お
ば
け
ず
か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
」�

斉
藤　
洋

「
の
こ
っ
た
の
こ
っ
た
」�

お
お
な
り　
修
司

●
が
ん
情
報
コ
ー
ナ
ー

「
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
な
の
？
」

　
が
ん
の
病
気
に
関
す
る
本
や
闘
病
記
の
本
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
に
過
ご
す
手
助
け

と
な
る
よ
う
、
検
診
の
案
内
と
併
せ
て
健
康
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
寝
る
直
前
ま
で
、
ス
マ
ホ
や
ゲ

ー
ム
を
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
夜

に
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
光
が
目
か
ら
入
る
と
、
自

然
な
眠
り
に
つ
け
な
く
な
り
ま
す
。
眠
る
１
時

間
前
に
は
使
用
は
控
え
る
よ
う
声
を
か
け
ま
し

ょ
う
。

・
お
子
さ
ん
の
寝
か
し
つ
け
は
、
動
画
で
は
な

　
く
、
絵
本
を
読
ん
で
み
る
。

・
お
話
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
し
よ
う
。

※
参
考
「
ス
マ
ホ
と
ゲ
ー
ム
障
害
」

　
内
海　
裕
美
／
著
・
少
年
写
真
新
聞
社

　

●
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
コ
ラ
ボ
展
示

「
本
と
標
本
を
同
時
に
見
る
展
示
」

　
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
と
２
年
ぶ
り
に
連
携

展
示
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
鉱
物
や
化
石

が
出
て
く
る
本
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
標
本
を

一
緒
に
展
示
し
ま
す
。

期
間　
９
月
25
日
㈭
～
10
月
12
日
㈰

場
所　
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
図
書
館
で
防
災
力
を
身
に
つ
け
よ
う

　
９
月
は
防
災
強
化
月
間
で
す
。
身
近
な
と
こ

ろ
で
も
万
が
一
の
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切

で
す
。
防
災
に
関
す
る
資
料
と
防
災
グ
ッ
ズ
を

展
示
し
ま
す
。

期
間　
９
月
30
日
㈫
ま
で

場
所　

�

廊
下
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル

新
着
図
書

今
月
の
お
す
す
め

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
ス
マ
ホ
に
子
育
て

～
十
分
な
睡
眠
を
と
る
た
め
に
～

～９月の休館日～
　15日㈪、22日㈪、29日㈪

～10月の休館日～
６日㈪、13日㈪
20日㈪、27日㈪

あかちゃんタイム

　あかちゃんや小さな子ども連れ
の方などが気軽にご利用いただけ
る時間帯に開催します。
●日時　９月17日㈬、10月１日㈬
　　　　午前10時～午後１時　　

おはなし会

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

10月１日㈬

・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

９月27日㈯

今
月
の
展
示

読
書
通
帳
達
成
し
ま
し
た
！中島　賢吾くん

 ルイカ
　 つうしん

図書館情報

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

あ
お
ぞ
ら
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
あ
お
ぞ
ら
共
済
で
は
新
規
加
入
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
勤
労
者
の
皆
さ
ん
の
福

利
厚
生
制
度
充
実
の
た
め
、
各
種
施
設
の
優

待
利
用
や
慶
弔
給
付
金
の
支
給
な
ど
助
成
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細　
と
か
ち
勤
労
者
共
済
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
５

－

22

－

６
１
８
６

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

・
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

　
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
９
月
16
日
㈫
～
11
月
21
日
㈮
ま

で１
次
試
験　
11
月
30
日
㈰
ま
た
は
12
月
１
日

㈪
の
う
ち
指
定
す
る
日

２
次
試
験　
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰
ま
た
は

12
日
㈪
の
う
ち
指
定
す
る
日

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
退
職

金
請
求
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請

求
の
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
９

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退
共
）
の
退

職
金
請
求
に
つ
い
て

　
建
設
業
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
建
退
共
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職

金
請
求
の
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な

い
方
は
、
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建

設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－
６
７
３
１

－

２
８
６
７

募　

集

銀河の森天文台からのお知らせ
「土星と秋の天体観望会」

　見ごろを迎える土星・海王星やこの時期おす
すめの天体を、国内最大級の望遠鏡「りくり」
で観察できます。また、土曜と日曜には午後７
時30分から土星や秋の天体に関しての説明会も
行われます。
　開催期間中は、天気が良ければ空が完全に暗
くなる午後７時ごろから、ぼんやりと光る天の
川を肉眼でご覧いただけます。みなさまのお越
しをお待ちしています。

開催期間　�９月17日㈬～28日㈰午後２時～10時
30分（月・火曜日は休館）

説明会　土・日曜日午後７時30分から
参加方法　予約・申込不要（入館料のみ）

詳細　銀河の森天文台
　　　☎２７－８１００

第53回本別町音楽祭を開催します
　本別町文化協会では、第53回本別町音楽祭を
次の通り開催します。吹奏楽やピアノ等の演奏
により、秋の夜長に美しい音色をお届けします
ので、ぜひご来場ください。

日時　９月27日㈯午後５時開演（開場午後４時
　　　30分）
場所　本別町中央公民館大ホール（本別町北１
　　　丁目）
入場料　無料
出演予定　�本別義経太鼓保存会、藤井亜由子ピ

アノ教室、本別中学校吹奏楽部、本
別高等学校吹奏楽部、札幌大谷大学
芸術学部音楽科有志バンド、本別ブ
ラスアンサンブル

詳細　中央公民館内文化振興担当
　　　☎２２－５１１１

詳しくはこちら

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

から から町別陸 町別本



今月の表紙

ひとのうごき
８月末の住民基本台帳

人　口　　５，８３６　人　（±０)
　男　　　２，８８９　人　（±０)
　女　　　２，９４７　人　（±０)
世　帯　　３，１６２世帯（±０)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。
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　８月15日㈮に行われた「足寄ふるさと盆踊
り・両国花火大会２０２５」でのスナップで
す。

☆８月15日に「足寄ふるさと盆踊り・
両国花火大会２０２５」が開催され
ました。花火はとてもきれいでカメ
ラ越しでも迫力が伝わってきて、圧
倒されました。
☆足寄の花火大会が、皆さんのすてき
な夏の思い出になっているとうれし
いです。
☆夏の終わりも近づいてきました。ま
だ暑さには注意しつつ残り短い夏を
楽しみましょう。
☆日中と朝晩の寒暖差には気を付け、
体調管理には注意しましょう。

うちの人気者うちの人気者
投稿フォーム投稿フォーム

矢野　文
ふ み の

乃ち
  ゃ
   ん

� （令和５年９月７日生まれ）

　必殺技は高音デスボイス。所構わず繰
り出し、周囲の人間の鼓膜に大ダメージ
を与えるその攻撃力はラスボス級。
　今でも十分たくましいですが、さらな
る高みを目指してください。
� 孝典・千鶴さ

んの子

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さんを毎
月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ちしてい
ます！過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過し
ていれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページの投稿フォ
ームからお申し込みください！
　　お問い合わせは役場まちづくり推進課広報広聴担
当まで。
　　☎２８―３８６３

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課商工観光室・広報広聴担当まで


